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「中期経営計画の策定」のお知らせ 

 

 

今般、ホウライ株式会社（社長:谷澤文彦）は、平成２９年９月期～平成３１年９月期にわたる３年間の中期経営計画を策定

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．計画策定の趣旨 

（１）背景 

当社は東日本大震災以降、事業環境の不透明感、不確実性のため中期経営計画の策定を見合わせ、千本松事業の再

建を最優先課題とする単年度での経営計画を策定し、その着実な実行を行ってまいりました。 

今般、これまでに取組んでまいりました各種諸施策の効果により、業績回復に力強さが出てきた状況も鑑み、今期

を初年度とした３か年中期経営計画の策定を行うことといたしました。 

（２）目的 

経営を取り巻く環境変化は著しく、国内総人口の減少、少子・高齢化社会の到来、ＩＣＴ（インフォメーション・

アンド・ コミュニケーション・テクノロジー）の急速な進歩、グローバル化の進展、産業・企業の新陳代謝の一層の

進展、大規模な自然災害の頻発等多岐にわたっております。こうした変化を踏まえた態勢整備を進めるとともに、ビ

ジネスチャンスを的確に捉え、更なる成長を獲得していくことが重要であると考えております。 

今般策定した中期経営計画は、今後１０年を見据えた成長戦略の策定・実施とそれを支える堅固な土台の構築がコ

ンセプトとなります。「既成概念を打破」し、「全員参加の一枚岩経営」で「お客様起点でのビジネスモデルの進化及

び深化」を図るとともに、経営基盤の強化と持続的成長を実現することで、「企業価値の向上」を目指してまいります。 

 

２．中期経営計画の概要 

（１）骨子 

中期経営計画は、当社が既に強みを持つ領域の更なる強化[改善・改良]と、新たな領域への果敢な挑戦[新基軸・改

革]の双方を踏まえた戦略を展開してまいります。 

具体的には、多様化する顧客ニーズに沿った魅力的な商品・サービスの提供、販売・サービスチャネルの強化・多

様化等を中心とした成長戦略に取組んでまいります。 

そして、これらの実現を支える経営基盤を構築するべく、「顧客基盤の強化」「財務基盤の強化」「人材育成」にもこ

れまで以上に注力してまいります。 

（２）各事業部門の主要施策 

【保険事業】 

独自・独特の強みを持った保険代理店への転身を図ってまいります。具体的には、①ニューリスク・保障重視型商品

への対応などお客様ニーズに的確に対応したトータル・ソリューションの提供、②既存ルートのフル活用など多面的な

アプローチの強化、③Ｍ＆Ａによる代理店事業の譲受や業務提携の推進を図ってまいります。 

また、これらを支える人材育成への対応として、社員一人ひとりが保険の「真のプロ」としての専門性、ノウハウ、

スキルを有する体制を再構築し、お客様のリスク管理パートナーとしてのファーストコール代理店を目指します。 

 

 



 

【不動産事業】 

既存ビルの適時的確な補修・改修工事によるビル競争力の維持を図り、入居率・賃料水準の維持により賃料収入を

確保してまいります。 

加えて、より長期的な視点での持続的な成長の実現に向け、①ストックビジネス：賃貸不動産のポートフォリオ再

構築（オフィスビルのみならず、住居系ビル等への資産入替、建替え等） ②フロービジネス：付加価値ビジネスへ

の展開（その他の収益源の確立）等による収益力強化を図ってまいります。 

 

【千本松牧場】 

販売・商品戦略の再編、統合シナジーの早期実現（乳業－観光）、６次産業化とトータルブランディングによる「新

たな価値創造」に取組んでまいります。具体的には、①良好な自給飼料、良好な飼育環境、工場環境の改善による乳

製品の更なる品質向上への仕組みの高度化、②土・牧草づくりから乳製品までの一貫生産が創造する「安全・安心」

と低温殺菌への「こだわり」、③産業観光の推進により、ご来場いただいたお客様に広大な自然の恵み・歴史がもたら

す「癒し」、おいしさ・楽しさがもたらす心と体の健やかさの「体感」など、当社にしかできない事業特性やこだわり

を生かした商品・サービスの提供、併せて生産性の向上も推進してまいります。 

 

【ゴルフ事業】 

トップクラスのメンバーズコースとしてご評価を得られるよう、ゴルフ愛好家・競技志向ゴルファー等ご来場いた

だいた全てのお客様に、景観の美しさ、戦略性に富んだ２つのゴルフコースを有するポテンシャルの高さに加え、管

理の行届いたベント（西洋芝）、プレーへの的確なアドバイス（キャディの充実）、清潔で安全性の高い施設の維持・

管理のもとでプレーを楽しんでいただけるよう、「おもてなし」の充実への不断な取組みを進めてまいります。 

また、効率的な運営について更なる取組みを推進することで、課題となっていた営業利益の黒字化を実現し、ゴル

フ事業の収益体質強化を図ってまいります。 

  

【本社部門】 

平成２８年１０月にリプレースした新基幹システムの機能を最大限に活用し、決算作業の効率化・早期化、経営情

報等のデータベース整備による分析機能や管理会計の高度化等を推進することにより、各事業本部での事業推進環境

の強化に繋げてまいります。 

また、若手人材の採用・育成、研修・教育制度の充実、働きがいのある職場とするための福利厚生・評価体制等の

人事制度の充実に向けた取組みも進めてまいります。 

 

（３）数値目標 

 
 

 

 

以  上  

（単位：百万円）

H29/9期計画 H31/9期計画

営業収益 5,297 5,500 5,800

営業利益 242 300 470

営業利益率 4.6% 5.5% 8.0%

中期経営計画（３か年）H28/9期
実績
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